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Ru系銅酸化物超伝導体は、結晶構造中の Ruが強磁性を、CuO2面が超伝導をそれぞれ担ってお

り、空間的に強磁性と超伝導が偏在して共存する物質として知られている [1]．特に

RuSr2Sm1.4Ce0.6Cu2O10-  (以下 Ru-1222)は超伝導転移温度とキュリー温度がそれぞれ最大で 46 K、

127 K という値を示すことから、磁性と超伝導に関する研究を行う上で、格好の舞台となってい

る．また、Ruサイトを Nbで置換することでキュリー温度が減少するため、 ジャンクションの出

現といった新奇超伝導エレクトロニクスの創出につながる可能性がある．しかしながらこれまで

の研究は主として固相反応による多結晶試料による報告であり、精密な物性測定には単結晶試料

の合成が望まれている． 

 本研究では Ru-1222単結晶の合成に向け、まずは多結

晶試料の作製に取り組んだ．RuO2、SrCO3、Sm2O3、CeO2、

CuOの各原料粉末を化学量論比に従って秤量、焼結し多

結晶試料を合成した．焼結条件に関してはこれまでの報

告を参考にした[2]．Fig. 1 に、作製した多結晶試料の X

線回折測定結果を示す．ほぼ単相の Ru-1222 相が確認で

きたが、挿入図に示す通り、現時点では不純物である

SrRuO3相を完全には除去できていない．また、Fig. 2は

成型した多結晶体のペレットに電流 10 mAを印加したと

きの抵抗の温度依存性である．30 K で超伝導転移

を示すものの、印加電流が大きいため、転移幅は非

常に広い．印加電流を小さくしても超伝導転移幅は

10 K 程度であり、酸素欠陥を含んでいる可能性が

ある．挿入図には 4.2 Kから 28 Kまでの電流電圧

特性の測定結果を示している．現在までにフラック

スを用いた低温合成による単結晶試料の合成を試

みているが、金属的な伝導を示す試料や絶縁性を示

す試料のみで超伝導を示すものは得られていない． 
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Fig.1 XRD pattern of Ru-1222. 
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Fig.2 R-T and I-V characteristics of  

Ru-1222 polycrystalline sample. 
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